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12

月
８
日
（
日
）
文
京
シ

ビ
ッ
ク
会
議
室
に
お
い
て
、

東
京
保
険
医
協
会
理
事
を
務

め
て
お
ら
れ
る
、
赤
羽
根
先

生
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

1.
気
管
支
ぜ
ん
息
患
者
の

現
状
に
つ
い
て

①
未
だ
小
児
の
ぜ
ん
息
発
症

率
は
高
い
が
、
小
児
の
ぜ
ん

息
発
作
で
の

死
亡
は
近
年

0
に
な
っ
た
。

②
大
人
の
ぜ

ん
息
に
つ
い

て
は
軽
症
で

も
死
亡
す
る

割
合
は
7.4%
あ

り
、
軽
症
の
患
者
で
も
過
労
・

ス
ト
レ
ス
・
感
染
症
（
風
邪
）

な
ど
が
重
な
る
と
命
に
係
わ

る
こ
と
も
あ
る
。

2.
気
管
支
ぜ
ん
息
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

①
ス
テ
ッ
プ
が
４
段
階
に
。

ス
テ
ッ
プ
1
の
軽
症
か
ら
ス
テ
ッ

プ
4
の
重
症
ま
で
あ
る
が
、
現
在

は
ス
テ
ッ
プ
1
の
状
態
か
ら
吸
入

ス
テ
ロ
イ
ド
を
使
用
。

②
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
目
安
に
、

ピ
ー
ク
フ
ロ
ー
メ
ー
タ
ー
を
日
常

的
に
測
定
。
（
体
調
の
良
い
時

の
数
値
を
把
握
し
て
い
れ
ば
、

体

調
の

悪

い

時
に

測

定

し
、

対

比
す
る
方
法
も
あ
る
。
）

3.
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
の
治

療
の
基
本

①
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
群
は

医
療
費
負
担
が
大
き
い
。

定
期
受
診
・
適
切
な
お
薬
の

使
い
方
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出

来
て
い
る
患
者
の
方
が
医
療

費
が
削
減
で
き
た
と
い
う
調

査
結
果
が
示
さ
れ
た
。

②
現
在
の
自
己
負
担
６
千
円

以
上
の
助
成
で
は
、
助
成
の

意
味
な
し
。

4.
大
気
汚
染
の
今

①
大
気
汚
染
粒
子
物
質
の
変

遷
（
１
９
５
0
～
１
９
７
０

年
代
で
は
工
場
煤
煙
）

②
Ｓ
Ｐ
М
（
浮
遊
粒
子
状
物

質
）
Ⅰ
粗
大
粒
子
Ｐ
Ｍ
10

Ⅱ
微
小
粒
状
物
質
Ｐ
М
2.5

Ⅲ
超
微
小
粒
子
ナ
ノ
粒
子

※
健
康
へ
の
影
響
は
Ｐ
М
2.5

と
ナ
ノ
粒
子
が
大
き
い
。

5.
フ
レ
ー
ル
体
操

健
生
病
院
看
護
師
の
根
立
さ

ん
に
よ
る
、
高
齢
化
に
よ
る

筋
肉
の
衰
え
予
防
を
指
導
。

４

つ

の

課

題
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12
月
19
日
環
境
省
保
健
部

と
の
「
公
害
健
康
被
害
補
償

法
」
公
健
法
・
認
定
患
者
の

生
活
補
償
費
に
つ
い
て
全
国

の
患
者
会
が
参
加
し
て
交
渉

が
あ
り
ま
し
た
。
公
健
法
認

定
患
者
は
ぜ
ん
息
等
の
疾
患

の
等
級
に
よ
っ
て
、
生
活
補

償
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
の
基
準
は
、
大
ま
か

に
労
働
者
の
平
均
賃
金
の
80

％
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し

か
し
こ
れ
に
病

状

に
よ
る
等
級
や

年

齢
・
男
女
の
条

件

を
当
て
は
め
て

支

給
額
が
算
出
さ

れ
ま
す
。

特
に
高
齢
女
性

に

対
す
る
支
給
額

は

低
く
、
以
前
か

ら

改
善
を
求
め
て

い
ま
す
。

昨
今
の
労
働
者

の

賃
金
は
低
迷
し

て

い
ま
す
が
、
大

幅

な
減
額
を
防
ぐ

た

め
の
増
減
を
２

％

に
抑
え
る
配
慮

は

あ
る
も
の
の
、

60
歳
を
超
え

た
助
成
に
対

す
る
支
給
率

に
は
、
は
な
は
だ
納
得
が
行

き
ま
せ
ん
。
そ
の
他
各
地
患

者
会
か
ら
個
別
の
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。

翌
実
の
20
日
は
ぜ
ん
息
等

の
「
予
防
事
業
」
を
行
っ
て

い
る
環
境
省
に
よ
る
独
立
行

政
法
人
・
環
境
再
生
機
構
に

よ
る
連
絡
会
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

①
機
構
に
よ
る
公
害
健
康
被

害
予
防
事
業
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
報
告
の
後
は
、
②
各

団
体
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
の
会
・
Ｃ

О
Ｐ
Ｄ
に
対
応
す
る
団
体
な

ど
様
々
な
団
体
か
ら
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

印
象
的
な
発
言
は
、
ぜ
ん
息

は
ア
レ
ル
ギ
ー
と
大
気
汚
染

が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
発
症

原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
？
な
ど
他
団
体
の
報

告
か
ら
学
ば
さ
れ
ま
し
た
。

公
害
総
行
動
は
、
様
々

な
公
害
や
環
境
問
題
に
取
り

組
む
団
体
の
加
盟
に
よ
り
、

毎
年
６
月
の
環
境
月
間
第
一

週
目
に
二
日
間
、
省
庁
や
政

府
・
財
界
・
企
業
と
の
交
渉

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

12
月
の
合
宿
で
翌
年
の
総

行
動
の
大
枠
が
討
議
さ
れ
ま

す
。
財
政
に
つ
い
て
、
今
後

厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
。

毎
年
一
日
目
の
夜
に
行
わ
れ

る
決
起
集
会
も
、
再
来
年
か

ら
会
場
の
目
途
が
無
く
、
開

催
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し

た
。
総
行
動
の
決
起
集
会
は

長
い
間
、
日
比
谷
公
会
堂
が

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
数

年
前
に
改
修
の
た
め
閉
鎖
さ

れ
、
そ
の
後
は
消
防
会
館
が

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ

も
来
年
で
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
持
ち
寄
る
財
政

で
千
人
規
模
の
大
き
な
会
場

を
都
内
で
借
り
る
の
は
、
至

難
の
業
と
た
め
息
の
出
る
討

議
で
し
た
。
で
も
あ
き
ら
め

た
ら
そ
こ
で
終
わ
り
で
す
。

ど
の
よ
う
な
形
で
も
、
公

害
の
再
発
防
止
を
訴
え
続
け

る
つ
も
り
で
す
。

男
女
・
年
齢
格
差
が
あ
る

増
減
２
％
に

翌
20
日
は
再
生
機
構
と

箱
根
合
宿
で
討
議


